
  第７０回宮城県高等学校総合体育大会がサッ

カー競技を皮切りに県内各競技場で開催され，

本校からも多くの運動部が出場しました。昨年

はコロナ禍の影響で中止になったことから，２

年振りの開催となりましたが，出場した２，３

年生は昨年の思いも込めて奮闘しました。 

 結果は，残念ながら上位進出には至りません

でしたが，練習の成果を思う存分発揮し，強豪

校に対しても決して臆することなく全力で挑

み，悔いなく大会を終えることができました。 

 また，総体報告会では，学校，そして地区の

代表として奮闘した様子と支えてくれた方々へ

の感謝の言葉が聞かれました。 

 ３年生が引退し１，２年生に引き継ぐことに

なりますが，これまでの伝統を守り，更に高み

を目指して頑張ってくれることと思います。 

 

 ５月２１日（金），令和３年度前期生徒総会及び県

総体に出場する運動部の壮行式を開催しました。 

 生徒総会では，生徒会執行部役員の紹介に続いて，

昨年度の活動報告及び今年度の事業計画について審議

しました。特に生徒から，体育館の環境や体育祭の服

装についての提案が３点あり，慎重な議論をした結果

今後，検討され

ていくこととな

りました。 

                  今後も，生徒  

                 会長を中心に，   

                 あらたな伝統を  

                 築くべく，積極

的に         中心に積  極的に活動して 

                 いきます。 

                  

 

〇陸上競技部      ８００m 予選敗退 川上佑馬            

〇卓球部（女子）        １回戦 本吉響 ３ 対  １  泉 松 陵  

                                 ２回戦 本吉響 ０  対  ３ 仙台育英 

                                 個人Ｓ 阿部瑠衣・佐藤由茉 １回戦敗退 

               個人Ｄ 佐藤由茉・三浦柚茉 ２回戦敗退    

〇ソフトテニス部（男子） １回戦 本吉響  ０ 対 ３  仙 台 南 

〇ソフトテニス部（女子） １回戦 本吉響  ０ 対 ３  石   巻 

〇バレー部（男子）        １回戦 本吉響 ２  対 ０ 亘   理    

                                  ２回戦 本吉響 ０  対 ２ 明   成 

〇バレー部（女子）      ２回戦 本吉響 ０  対 ２ 志 津 川 

〇サッカー部         １回戦  本吉響 ０  対１４ 東   北            

〇バスケ部（女子）      ２回戦 本吉響 ４１対８４ 宮城第一 

〇体操部           個  人 第９位 岸本 樹 

 ５月７日（金）本校体育館を会場に防災教室及び薬物乱用

止教室が開催されました。 

防災教室では気仙沼消防署本吉分署消防司令補の熊谷さんを

講師に招聘し，災害時の行動心理について御講演をいただき

ました。 

 防災にとって大切なことは「命を守ること」であり，「落

ち着いた行動」と「冷静な判断」等について，貴重なお話を

いただきました。 

   引き続き，薬物乱用防止教室では，宮城県精神保健福祉協              

 会心のケアセンター（気仙沼地域センター）の片柳さんより 

「自傷行為の心理」や「質のいい睡眠」等について，御講演

をいただき，生徒にとって有意義な一日となりました。 

 防災教室では災害時の５つ行動

心理について，説明していただ

きました。 

 ①正常性バイアス 

 ②同調性バイアス 

 ③エキスパートエラー 

 ④愛他行動 

 ⑤凍りつき症候群 

落ち着いた行動が大切です！ 



 ５月１９日（水），農業選択３年生によ

る田植えを行いました。やや肌寒さが残る

中でしたが，「ひとめぼれ」の苗を手植え

により丁寧に植えました。本校では「ひび

き米」としてブランド化を図っており，過

去には「全国お米甲子園」において優秀賞

に輝いた実績もあります。 

 今年も秋の収穫まで徹底 

した栽培・管理により，お 

いしい「ひびき米」を提供 

したいと思います。 

 乞うご期待！！ 

 ６月１７日（木），教職員を対象とした不審者対策

研修会を実施しました。気仙沼署から４名の職員を講

師に迎えて，「さすまた」の使い方や不審者の押さえ

込み方法について研修を受けると同時に，不審者発見

から警察官が現場に到着するまでの流れについても確

認しました。 

 また，「さすまた」は武器ではなく，距離と時間を

稼ぐ道具であり，場合によっては，椅子や机も安全確

保の道具として活用できることも学びました。 

 昨今，県内でも不審者が校内に侵入する事案が発生

している状況の中で，本校でも訓練により生徒の安全

確保に努めていきます。 

 第４５回全国高等学校 

総合文化祭が７月３１日 

より和歌山県を会場に開催 

されます。 高校生にとって文化活動の祭典であり，全

国から各都道府県を代表する高校生が集結し，美術作

品の展示や演劇・音楽の舞台発表などの芸術・文化を

披露します。 

 会場では，各都道府県から代表として選ばれた「絵

画・版画・彫刻・デザイン・工芸・映像」など約４０

０点の作品が展示される予定です。和歌山の文化に触

れながら，高校生

の感性や熱い想い

があふれる作品を

味わってきます。 

宮城県本吉響高等学校 

 

 

 米の栽培は，秋の収穫まで水管

理や除草，害虫防除など八十八の

手間が掛かると言われています。 

 このことから“米”の字ができ

たとの説があります… 

 ５月２８日（金），犯罪被害者遺族で，みやぎ被害者支援

センターの岩佐寿子さんを講師に「命の大切さを学ぶ教室」

が開催しました。岩佐さんは，当時１９歳だった弟を犯罪に

より亡くしましたが，事件から７年後に服役中の犯人から届

いた手紙がきっかけに講話を始めるようになったそうです。 

 生徒に対して，「誰にも被害者，加害者になってほしくな

いという思い。犯罪があれば周囲の人は苦しむということ

を，一人でも多くの人に知ってほしい。せっかく生を受けた

のだから，辛いときは周囲に助けを求め，命ある限り生き

て」と訴え掛けました。 

                  当初は極刑を望んで 

                  いたそうですが，更 

生してほしいという            

気持ちが徐々に芽生                   

えたそうです。 

生徒は遺族の講話を                                     

とおして，生を受け                   

たことの意味や加害                

者，被害者にならな 

                  いためにはどうした  

                  らいいのかなどにつ  

                  いて考えるきっかけ 

                  となりました。 
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